
ばらの１１～４月出し及び５～１０月出し栽培における適品種の選定

[要約］睦_皇新品種のうち､本県の』_L＝４－且出_l堂栽培で採花本数が多く、切花品質

が優れる品種として大輪系では「ローテローゼ」、「ルーレット」、「ハウトピンク」、「

カリンカ」、５～１０月出し栽培では「ローテローゼ」、「メイロルール」、「ルーレット

」が適し､スプレー系では「ホワイトミミ」及び「リトルシルバー」の２品種がよい。
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部会名 園芸 専門 栽培 対象 花き類 分類 普及

［背景・ねらい］

ばらの切り花は市場価格が高く、需要も多いため、県内において生産が拡大している。

従来から市場性のある品種を導入してきたが、ヨーロッパやアメリカ等で育成された品種

が主体であったために、採花本数や切花長等について不明な点が多い。そこで、本県の主

要作型である１１～４月出しの冬切り及び５～１０月出しの夏切り栽培での特性を明らか

にし適品種を選定する。

［成果の内容・特徴］

①１１～４月出し栽培では、「ローテローゼ」、「ルーレット」、「ハウトピンク」及び

「カリンカ」は対照品種の「ソニア」及び「カールレッド」より上物率が高く、切花品質

が優れている。「メイロルール」、「メイタルミン」及び「ヨニナ」は採花本数は多いが、

上物率が低い｡また、「バルカロール」は低温で花弁が黒ずみ、品質が低下しやすい（表１）。

②５～１０月出し栽培では、「ローテローゼ」、「メイロルール」及び「ルーレット」は

採花時の切花長が長く、上物率も高い。「メイタルミン」、「エスメラルダ」、「ツウエ

ラ」、「メイクリマール」及び「ヨニナ」は高芯剣弁で花型は優れているが、切花長が短

く、上物率も低いため利用できない（表１）。

③スプレー系品種では、対照品種の「ミミローズ」に比べて「ホワイトミミ」及び「リト

ルシルバー」の２品種の切花品質が優れている（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①加温及び無加温施設を利用したばらの切り花栽培地域における品種導入の資料に活用す

る。

②１～２月の低温期に出荷する場合には栽培夜温は１８℃の高目で管理して、花色発現を

促す必要がある。

③「カリンカ」及び「リトルシルバー」はうどんこ病に弱いので､薬剤防除に努める。
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表１１１～４月出し及び5～10月出し栽培における採花本数と品質（平成3,4年）
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注）①採花本数：冬切り栽培は11～４月まで3回採花､夏切り栽培は5～１０月まで3回採花．
②上物率：切花長50cm以上のもの
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表２５～10月出し栽培におけるスプレー系ばらの採花本数と品質（平成4年）

注）①採花本数：５～10月までの本数
②上物率：切花長30cm以上のもの

③品質：Ｏ有望、○普通、△不良
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